
 

株式会社栄光 
2021年４月 13 日 

受験生アンケート [公立中高一貫校受検編] 

受検のきっかけ 「子ども自身」が最多 
習い事辞めずに受検勉強と両立 受検生の約半数 

 

株式会社栄光（本社：東京都千代田区 代表取締役社長：下田勝昭）が運営する進学塾・栄光ゼミナールは、2021

年１月１6日（土）～３月18日（木）に、この春、公立中高一貫校を受検した受検生とその保護者を対象に、「受験生ア

ンケート」を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査概要＞ 

調査対象：栄光の教室に在籍していて、2021年に公立中高一貫校を受検した受検生とその保護者 

調査方法：インターネット調査 

調査期間：2021年１月 16日（土）～３月 18日（木） 

回答者数：受検生 100人、保護者 114人 

 

 

 

 

 

 

 

受検生の保護者に、最初に公立中高一貫校を受検しようと考えた人を聞い

たところ、45.6％の保護者が「子ども本人」と回答し、最も多かった。次いで、

「母」が 36.8％、「父」が 14.9％だった。 

公立中高一貫校受検では、受検生自身がきっかけとなって受検するケース

が約半数であることが明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

■公立中高一貫受検を最初に考えたのは、「子ども本人」が 45.6％で最多 

■志望校選びで重視した点 学習面では「学校の教育方針・校風」と「中高一貫指導」 

■雰囲気や取り組み面では「在校生の雰囲気」 

■“受検”を通じて 受検生は「学力面の成長」、保護者は「精神面の成長」を実感 

■習い事・クラブを「辞めずに続けた」 受検生の 45.6％ 

栄光ゼミナール調べ 

【保護者】公立中高一貫校受検をしようと最初に考えたのはどなたですか。 

（n=114、単一回答方式） 

 



 

 

志望校・受検校を選ぶ上で、学習面について重視したポイ

ントを、受検生・保護者にそれぞれ聞いた。 

受検生・保護者の多くが「学校の教育方針・校風」「中高

一貫指導」を重視しており、特に受験生は「学校の教育方

針・校風」、保護者は「中高一貫指導」を学校の魅力と捉

えていることが分かった。 

また、「授業料などの経費」といった面でも、学校選びの際

に保護者が重視していることが明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志望校・受検校を選ぶ上で、学校の雰囲気や取り組みに

ついて重視したポイントを、受検生・保護者にそれぞれ聞

いた。 

多くの受検生・保護者が「在校生の雰囲気」を重視してい

て、受検生の 48.0％、保護者の 54.4％だった。 

受検生と保護者の回答を比較すると、受検生は「文化祭

などの学校行事が盛ん」を最も重視している一方、保護者

が最も重視しているのは「通学が便利」で、56.1％にのぼ

ることが明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受検生・保護者】志望校・受検校を選ぶ上で、学習面について重視した点を教えてください。 

（受検生：n=100、総回答数 252 保護者：n=114、総回答数 280 複数回答方式（最大３つまで）） 

 

【受検生・保護者】志望校・受検校を選ぶ上で、学校の雰囲気や取り組みについて 

重視した点を教えてください。 

（受検生：n=100、総回答数 237 保護者：n=114、総回答数 270 複数回答方式（最大３つまで）） 

 



 

 

受検生と保護者に、「受検」とはどのようなものだったかを

聞いた。受検生にとっては、「学力の向上に役立った」が

最も多く、74.0％にのぼった。一方、保護者では「精神的

成長に役立った」と実感している保護者が 71.9％で最も

多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受検生に、受検を乗り越える上で精神的な支えとなった人を

聞いたところ、「塾の先生」が79.0％、「母」が78.0％にのぼり、

受検生にとって、周囲の大人が支えとなっていることがわかっ

た。 

「学校の友達」や「塾の友達」なども半数にのぼり、大人だけで

なく、友人も受検の支えになっているようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

公立中高一貫受検生の保護者に、習い事やクラブを続けた時期を聞いた

ところ、45.6％の保護者が「辞めずに続けた」と答えた。公立中高一貫校

の受検生の多くは、習い事やクラブと受検勉強を両立していることが明らか

となった。 

 

 

 

 

【受検生・保護者】「受検」とはどのようなものだったと感じますか。 

（受検生：n=100、総回答数 274 保護者：n=114、総回答数 294 複数回答方式（最大３つまで）） 

 

【保護者】習い事やクラブはいつ頃まで続けましたか。 

（n=114、単一回答方式） 

 

【受検生】受検をのりこえる上で精神的な支えになってくれたのはだれですか。 

（n=100、総回答数 348、複数回答方式（あてはまるものすべて）） 

 



【[私立・国立中学受験編]と[公立中高一貫校受検編]の比較】 

（１）私国立中学受験・公立中高一貫校受検をしようと最初に考えたのはどなたですか。（保護者） 

私立・国立中学を受験した家庭の約半数が

「母」が受験のきっかけとなっている一方、公立

中高一貫校受検では「子ども本人」の割合がも

っとも高く、きっかけにも違いがあることが明ら

かとなった。 

 

 

 

 

（２）習い事やクラブはいつ頃まで続けましたか。（保護者） 

私立・国立中学の受験生と公立中高一貫校

の受検生を比べると、公立中高一貫校の受検

の方が、習い事やクラブを辞めずに続けていた

ことが明らかとなった。 

私立国立中学受験では、多くの学習塾で小学

４年生から、受験対策が本格化するため、その

頃から徐々に習い事を整理する家庭が多いと

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

会社概要 

中学受験、高校受験対策の進学塾「栄光ゼミナール」や個別指導で目標達成へ導く学習塾「栄光の個別ビザビ」、高校生

対象の大学受験対策塾「大学受験ナビオ」等、首都圏を中心に全国約 600教室を展開しています。生徒の学ぶ意欲を引

出し、自ら学ぶ姿勢を育てることはもちろん、豊富なデータや経験を活かして効果的に指導を行い、中学受験・高校受験・

大学受験合格へ導きます。 

そのほか、科学実験専門教室やロボット・プログラミング教室のＳＴＥＭ教育事業も行っています。 

本社：    東京都千代田区富士見二丁目 11番 11号 

代表：    代表取締役社長 下田勝昭 

設立：    1980年７月 

 

 

本件に関する問い合わせは 

株式会社Ｚ会ホールディングス広報 大久保・渡辺 

電話：03-5275-1685   Fax ：03-5275-1678 

メールアドレス：proffice@zkai-hd.co.jp 

 

 


